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研究成果の概要（和文）：医学科生が非医療系学生と協働して企画運営した「まちづくり事業（よいとこ健
診）」の教育効果を検証した。医学科生を対象に地域及び地域医療に係る意識の影響、非医療系学生との協働作
業の影響、よいことろを褒める行為の影響を明らかにした。参画により地域医療の実践の意欲、地域医療を実戦
スキルが高まり、地域への親近感の醸成をもたらすことが示唆された。非医療系学生との協働は医療系学生とは
差異はないとする一方で、考え方や価値観の違いから学びがあった。ポジティブフィードバックはよい行動の継
続・強化に有効である認識した。地域活性化事業を活用した教育プログラムは地域医療教育プログラムの一つに
なり得ると考える。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the influences of the “community 
building projects (Yoitoko health checkup)” operated by medical students in collaboration with 
co-medical and non-medical students. The effects of awareness regarding the community and community 
health care, the impact of collaborative work with them, and the consequences of praising good 
behavior were examined for the medical students. It was suggested that this program would increase 
motivation to practice community health care, increase practical skills in community health care, 
and develop a sense of affinity with the community. While collaborating with non-medical students is
 no different from co-medical students, medical students learned something from differences in 
thoughts and values. Positive feedback would be effective for the continuation and reinforcement of 
good behavior. The educational program utilizing community-building projects would be a good one for
 community-based medical education.

研究分野： 地域医療
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研究成果の学術的意義や社会的意義
医療系学生による多職種協働作業による教育プログラムの効果はすでに多く報告されている。一方で、非医療系
学生を含む多職種協働作業は、医療系学生との差異はないものの、考え方や価値観の違いから何らかのことを学
んだことが示唆されたことから、今後、この学びを明らかにすることによって新たな多職種連携プログラムの開
発につながると考える。また、「まちづくり事業（よいとこ健診）」が地域の親和性及び地域医療の実践の意欲
を高めることが示唆されたことから、まちづくり事業を活用した教育プログラムが効果的な地域医療教育プログ
ラムとなり得ることから、新たな地域医療教育プログラムの創造につながると確信する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
姫路市夢前町地区での地域創生の取り組み「健康増進のまちづくり」として「夢前花街道事業」

と「加点式健診事業」が実施されている。具体的には、「夢前花街道事業」では、地元レストラ
ンを活用した食活動や健康フェスタが開催され、「健康増進のまちづくり」の広報活動が展開さ
れる。この活動に、医学科、栄養学科、保健学科、経済学科、経営学科、文学科などの大学生が
参加し、地域住民との交流、地域の豊かな自然体験を通して、地域創成事業に貢献している。こ
の事業では、「加点式健診事業（以下、よいとこ健診）」も同時に展開されている。よいとこ健診
では、食生活・栄養状態、身体活動度、社会活動度、生活リズム等が調査される。この健診は、
良い生活行動に注目し、健康スコアとして加点方式で評価するポジティブフィードバックを活
用して、住民の健康意識の向上や社会参加の促進を目的とした斬新な発想を持つ健診である。こ
の健診は、医療系学生および非医療系学生の協働作業により企画運営されている。健診での医学
科生を含む学生の役割は、マニュアルに従って、良いところを褒めるフィードバックも含まれる。
この健診では医学科生を含め学生は健康問題の同定とは真逆である良い点を褒める行為（以下、
ポジティブフィードバック）を経験する。 
医学科生に対する医療系学生との多職種協働作業の効果については既に数多く報告されている。

しかし、非医療系学生との協働作業の影響は明らかになっていない。さらに、地域医療を実践す
る上で、生活者の視点は不可欠である。良い所に焦点を当てて住民と接することが、病気の視点
でなく、生活者として住民を捉える大切さの気づきを増やす可能性がある。ポジティブフィード
バックが、生活者モデルを理解するための方略の一つとなり得る。また、生活者モデルの理解の
高まりは、地域志向性および地域医療マインドの醸成につながる可能性がある。 
このように、現状の枠組みを超えた、健康づくり事業をきっかけとしたまちづくり事業での非

医療系学生も含めた他職種連携作業の教育プログラムを評価することの意義は高いと考える。
また、よいとこ健診の医学科生に対する地域志向性および地域医療マインド（地域医療への意
欲・やり甲斐）への教育効果を明らかにすることは、新たな地域医療に係る教育手法を生み出す
ことに繋がることが期待される。 
２．研究の目的 
本研究は、1)よいとこ健診の参加による医学科生の地域および地域医療に係る意識への影響、

2)非医療系学生との協働作業の医学科生への影響、および 3)良い所を褒める行為(ポジティブフ
ィードバック)の医学科生への影響を明らかにすることを目的する。 
３．研究の方法 
1)よいとこ健診 
よいとこ健診は医学科生、栄養学科、保健学科、経済学科生、経営学科生、文学科生の学生か

らなる企画学生が中心となって運営されている。大学教員の指導のもとに、健診開催に向けて、
夢前町地区の自治会との事前調整や健診の実施方法の立案および調整を行い、医療系学生およ
び非医療系学生が協働して同健診を当日の運営を行っている。健診対象者は夢前地区の住民。募
集は企画学生が作成したリーフレットを活用して地元自治会の役員が実施している。健診項目
は、高齢者生活機能評価項目、身体計測、ファイブコグ（認知機能検査）、および栄養評価。健
診項目測定後に、健診結果に従って、受診者に対して、よいところ（よい健診結果、とくに行動
様式）を中心にポジティブフィードバックを行う。なお、コロナ感染症の感染拡大の影響によっ
て、よいとこ健診の完全対面実施は 2019 年以来 2022 年 9 月が初めてであった（本研究事業期
間中 1回のみ）。 
2)質問紙調査 
研究時期：よいとこ健診実施前後に質問紙（ウェブ）調査を行った。対象：健診当日の運営に参
加した医学科生。調査項目：個人属性（年齢、性別、出身地等）、実施前後のよいこと健診に対
する全般評価、非医療系学生との協働作業に対する意識、住民とのコミュニケーションに対する
評価（ポジティブフィードバックに対する評価、生活者モデルへの理解、コミュニケーションス
キルの自己効力感）地域医療の実践および将来に対する意識（地域志向性、地域医療マインド、
総合診療志向、臓器別専門診療志向、将来の働く地域）。計測方法：個人属性を除く項目は、
NRS(Numerical rating scale、0-10)。出身地は自己評価でへき地出身または都市部出身を 4段
階評価で計測した。解析：各項目単純集計。個人属性以外の項目は健診実施前後の比較を行った。 
3)インタビュー調査 
研究時期：実施後 6か月以内に半構造化面接によるインタビュー調査を実施した。対象：健診を
企画運営した医学科生。調査項目：よいとこ健診への参画の評価、非医療系学生との協働作業に
対する意識、ポジティブフィードバックへの評価、地域および地域医療に係る意識。班構造化質
問内容：「よいとこ健診に学生が関与することについて、どう考えますか」「参加することは、将
来、地域医療を実践するうえで役立つと思いますか」「非医療系学生との共同作業について、ど
のような考えを持ちますか。とくに、医療系学生相手との違いはありますか」「ポジティブフィ
ードバックは意味があると思いますか。とくに住民の行動変容につながると思いますか」「参加
した住民に対して、何か思いがありますか」「参加したことによって、住民に対する印象は変化
しましたか」解析：テーマティックアナリシス方を用いて要因を分析した。 



４．研究成果 
1)質問紙調査 
健診当日の参加学生 25名のうち医学科生は 7名。回答は健診前 7名（回答率 100％）、後 5名

（同 71％）。年齢（平均±SD）は 20.6±1.4 歳、性別は男性 4名（57％）、女性 3 名（43％）。出
身地は都市部 2名（29％）、どちらかと言えば都市部 3名（43％）、どちらかと言えばへき地 0名
（0％）、へき地 2名（29％）。個人属性以外の結果は表 1に示す。参加前後において、よいとこ
健診に対する全般評価はすべての項目、地域医療の実践に関係するほとんどの項目、ポジティブ
フィードバックに関係する項目の回答スコアが 8pt 以上であった。統計解析において、よいとこ
健診に対する全般評価、非医療系学生との協働作業に対する評価、住民とのコミュニケーション
に対する評価、地域医
療の実践および将来に
対する意識については
健診参画前後で医学科
生の回答に統計学的有
意な差は認めなかった
（表 1）。しかし、「医療
系学生相手と非医療系
学生相手のコミュニケ
ーションに違いがあ
る」（＋2.1pt）、「地域医
療にやりがいを感じ
る」（＋0.9pt）、「どのよ
うな知識が地域医療を
担うために必要なのか
を理解している」（＋
0.9pt）は健診後の回答
スコアは高い傾向を示
した。 
2)インタビュー調査 
企画運営に関わった医学科生 4名（男性 2名、女性 2名）にウェブビデオ・ミーティングシス

テムを用いてインタビューを行った。インタビューは学生の語りが飽和した時点で終了として、
インタビュー時間は各々18分〜30 分であった。4名の学生の語りの総数は 93であった。これら
の語りから、12 コー
ド：①企画運営能力の
醸成、②地域医療の実
践力の習得、③住民に
対する肯定的感情、④
人的ネットワークの
構築、⑤モチベーショ
ンの向上、⑥コミュニ
ケーションスキルの
向上、⑦生活モデルの
理解、⑧異分野の視点
の気づき、⑨対等な関
係性、⑩よい行動様式
の継続・強化、⑪褒め
ることの良さの気づ
き、⑫地域への親近感
の醸成が抽出された
(表 2)。 
3）まとめ 
よいとこ健診の参画によって、地域医療の実践の意欲は高まる可能性が示唆される。企画運営

は、地域医療を実戦するためのスキルの習得には効果的であることが示唆される。また、人的ネ
ットワークの構築、生活者モデルの理解、地域への親近感の醸成をもたらしたことから、町づく
り事業を利用した教育プログラムは地域医療教育プログラムの一つになりえると考える。非医
療系学生を含む協働作業について、専門性を伴わない作業においては対等な関係性があり非医
療系学生と医療系学生の協働作業に差異はないと医学科生は認識している。一方で、考え方や価
値観の違いから何らかのことを学んだこと示唆される。具体的に、考え方や価値観の違いの認識
が、どのような影響をもたらすかも含めて、今後、さらに詳細は分析が必要と考える。ポジティ
ブフィードバックについては、医学科生は肯定的に評価している。また、よい行動を継続および
強化することに有効な手段と考えている。なお、コロナ感染症の感染拡大の影響のため、調査が
不十分な所があるため、これらの結論は今後更に検証が必要と考える。 
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